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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年7月25日(2013.7.25)

【公表番号】特表2012-530672(P2012-530672A)
【公表日】平成24年12月6日(2012.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2012-051
【出願番号】特願2012-516703(P2012-516703)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/45     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/58     (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  25/45    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   4/58    １０１　
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｍ   4/36    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月10日(2013.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）
　Ｍ１

ａＭ２
ｂＭ３

ｃＯｏＮｎＦｆ　　　（Ｉ）
（但し、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３、Ｏ、Ｎ、Ｆ、ａ、ｂ、ｃ、ｏ、ｎ及びｆが、以下の意味を有
する：
　Ｍ１が、少なくとも１種のアルカリ金属であり、
　Ｍ２が、酸化状態が＋２の、少なくとも１種の遷移金属であり、
　Ｍ３が、Ｓ、Ｓｅ、Ｐ、Ａｓ、Ｓｉ、Ｇｅ及び／又はＢから選ばれる、少なくとも１種
の非－金属であり、
　Ｏが、酸素であり、
　Ｎが、窒素であり、
　Ｆが、フッ素であり、
　ａが、０．８～４．２であり、
　ｂが、０．８～１．９であり、
　ｃが、０．８～２．２であり、
　ｏが、１．０～８．４であり、
　ｎが、０～２．０であり、及び
　ｆが、０～２．０であり、
　ａ、ｂ、ｃ、ｏ、ｎ及びｆが、一般式（Ｉ）に従う化合物の電気的中性を守るように選
ばれる）
　に従う少なくとも１種の化合物、及び
　炭素を含む粒子を製造するための方法であって、少なくとも以下の工程：
　（Ａ）Ｍ１を含む少なくとも１種の化合物、酸化状態が少なくとも部分的に＋２よりも
高いＭ２を含む少なくとも１種の化合物、任意にＭ３を含む少なくとも１種の化合物、存



(2) JP 2012-530672 A5 2013.7.25

在する場合には、Ｎを含む少なくとも１種の化合物、及び／又は存在する場合には、Ｆを
含む少なくとも１種の化合物、炭素前駆体として、分子量Ｍが少なくとも５００００ｇ／
ｍｏｌのグルコースを含む少なくとも１種の多糖、及び少なくとも１種の還元剤を含む、
基本的に水性の混合物を準備する工程、
　（Ｂ）固体粒子を得るために、工程（Ａ）で供給された混合物を乾燥させる工程、
　（Ｃ）工程（Ｂ）で得られた固体粒子を、３００～９５０℃の温度でか焼する工程、
を含み、且つ
　工程（Ａ）の、少なくとも１種の還元剤が、ヒドラジン又はこの誘導体、ヒドロキシル
アミン、又はこの誘導体、還元糖、アルコール、アスコルビン酸、及び酸化が容易な二重
結合を含む化合物、酸化状態が＋３のリン原子を含む化合物、及びこれらの混合物から成
る群から選ばれることを特徴とする粒子を製造するための方法。
【請求項２】
　請求項１に定義された一般式（Ｉ）に従う、少なくとも１種の化合物、及び炭素を含む
粒子を製造するための方法であって、少なくとも以下の工程：
　（Ｄ）前記一般式（Ｉ）に従う少なくとも１種の化合物を、炭素前駆体として分子量Ｍ
が少なくとも５００００ｇ／ｍｏｌのグルコースを含む少なくとも１種の多糖の水溶液と
混合する工程、
　（Ｅ）固体粒子を得るために、工程（Ａ）で提供された混合物を乾燥させる工程、及び
　（Ｆ）工程（Ｅ）で得られた固体粒子を３００～９５０℃の温度でか焼する工程、
　を含む粒子を製造するための方法。
【請求項３】
一般式（Ｉ）中で、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３、Ｏ、ａ、ｂ、ｃ、及びｏが、以下の意味：
　Ｍ１が、Ｌｉ、及び任意に少なくとも１種の更なるアルカリ金属であり、
　Ｍ２が、Ｆｅ、Ｍｎ、Ｎｉ及び／又はＣｏ、及び任意に少なくとも１種の更なる遷移金
属であり、
　Ｍ３が、Ｐ及び任意に、Ｓｉ及び／又はＳから選ばれる、少なくとも１種の更なる非－
金属であり、
　Ｏが、酸素であり、
　ａが、０．８～１．９であり、
　ｂが、０．８～１．９であり、
　ｃが、０．８～１．９であり、
　ｏが、３．０～５．０であり、及び
　ｎ、ｆが、０である、
　を有することを特徴とする請求項１又は２の何れかに記載の方法。
【請求項４】
　一般式（Ｉ）に従う化合物が、ＬｉＦｅＰＯ４であることを特徴とする請求項１～３の
何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　少なくとも１種の還元剤が、水溶性であることを特徴とする請求項１又は３又は４の何
れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　工程（Ｂ）での乾燥が、スプレー－乾燥によって行われることを特徴とする請求項１又
は３～５の何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１種の単－及び／又は二糖が、工程（Ａ）に追加的に加えられることを特徴
とする請求項１又は３～６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１～７の何れか１項に記載の方法によって得ることができる粒子。
【請求項９】
　請求項１に定義された一般式（Ｉ）に従う、少なくとも１種の化合物、及び炭素を含み
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、該炭素が、粒子中に非－粒子状の状態で、及び粒子の表面に存在することを特徴とする
粒子。
【請求項１０】
　リチウム－イオン電池、又は電気化学電池のカソードを製造するために、請求項８又は
９の何れかに記載の粒子を使用する方法。
【請求項１１】
　請求項８又は９の何れかに記載の少なくとも１種の粒子を含む、リチウム－イオン電池
用のカソード。
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